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文学青年 と雄弁青年

「明治 40 年代」 か らの 知識青年論再 考

井上義和 （京都大学）

1．知識青年論の 前提

　 文 学青年の 話か ら始めよう。

　内 田 義彦 ・塩 田 庄 兵衛 「知 識 青年 の 諸 類 型 」 （1959）
’

と い う知 識人 論の 古典が あ る。如 何 な る 時 代背景 の 下

に 青年 期 を 過 し た の か と い う観点 か ら特徴的 な世代 を

四 つ に割 り切 っ て 類 型化 し、近 代 日本 の 知識人 論 に 明

快な 見 取 図 を 与 えた 。 そ れ に よれ ば、明 治末期 か ら昭

和初期 ま で の 間に、二 つ の 世 代 類 型 が 登 場 した こ とに

なっ て い る。ひ とつ は 文 学青 年、も うひ とつ は 社 会青

年で ある。前者 は 「日清戦争前後 に 物心 が つ き…
日露

戦争 前 後の 軍 国主 義の 雰 囲 気の 中で 自我の 覚醒 を与 え

られ た 」世代 で 、別名明治
・大 正 青年。後者 は 「大 正 中

期 以 降の 社会的動乱 に 思想的影響をうけた」 世代 で 、

別 名 大 正 ・昭和 青年。そ こ で 読者の 記 憶の 中で は こ う

要約 され る。大 正 期に は 文 学青年か ら社会 青年 へ と い

う世 代 類 型 の 転換が 起 こ っ た の だ 、と。問題 に した い

の は、こ の 「文 学青年 → 社会青年」 と い う図 式 で あ る。

養 主 義か らマ ル クス 主 義 へ と い う規範 文 化の 転換が 起

こ っ た の だ、と。さらに、マ ル ク ス 主義は 教養主義と

「対 抗 しつ つ も相補的な関係 」 （筒井 ）に あ り 「教養主

義 の 上級 バ ージ ョ ン 」 な い し 「教養 主 義左 派」 （竹 内 ）

で あ っ た、と も付 け加 え た。「文 学青年 → 社会青年」図

式 が世代類型や規範文化 の 変遷 とい う系統発 生の 水準

に とどま らず、個人 の 精神形成史上 の 経路 とい う個体

発 生 の 水準 に ま で適 用 され て い る点 に 注意 しよ う。図

式 が 単 な る順 序関 係 に と どま らず、「文 学青 年 ⊃ 社 会

青年 」 とい う包 摂関係 ま で も含意す る よ うに な っ て い

る の だ。とすれ ば、筒井 と竹内 に お い て 「文学青年 →

社会青年」 図式 は強 化 され て い る と云 っ て もよ い
。

　 もちろん これ も歴史社会学的考察 の 知見で は あ るが、

だか ら とい っ て特別 に 穿っ た 見 方 と い う訳 で もない 。

た とえ ば次 の 回 顧 録 （1979 年 刊 行 ）は 大 正 末 期 の 教 養

主 義 の 典型 例 で あ る が、既 に 「文 学青 年
一→ 社 会 青 年」

図 式 の 応用 ＝転用 を 見 て 取 る こ と が で きる。
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昭和教養主 義

（知 識青年論 の 前 提 図式 ≒ 文 学 青年 中 心 史観 ？ ）

　 内 田
・塩 田 か ら 40 年 後 の 知 識 青年 論 の テーマ ・セ ッ

ターと して 筒井清忠 と竹 内洋 を 取 り上 げて お くの は、
一

応常識の 範囲 内で あ ろ う。筒井の 『日 本型 「教養 」

の 運 命』 （1995） と竹 内 の 『学歴 貴族 の 栄光 と挫 折 』

（1999 ）で は 、と もに射程 を 広 く深 く設 定 し なが ら知

識青年 の 盛 衰の 「衰」 に ま で踏み込 ん だ議論 が 展 開 さ

れ て い る。それ だ け で な く回 顧 録 や 読 書 調 査 な どの 質

的量的デ
ータ を巧み に 駆 使す る歴 史社会 学 的手 法 に よ

っ て 、知識青年論を検証可能な学問領域に 引き上 げ た。

近 代 日本 の 知 識 青年 が こ う し て 歴史的存在 と な り っ っ

あ るそ の
一

方で 、しか し 「文 学青年→社会 青年 」 図式

は 、巧 妙 な形 で 生 き残 っ て い る。

　筒井 と竹 内 は 図 式 を こ う言 い 換 え る。大 正 期 に は教

別 に 自分 の 職 業上 の 人 生 を 文 学者 とか 哲 学 者 と き め て い た わ

け で は な か っ た の です が、そ う した もの の 洗 礼 を受 け る こ と

が 若 い 時分の 人生 に と っ て は あ た り 前の こ とだ と誰 もが 内 心

思 い 込 ん でい た よ うで す し、私 な ども、そ の 例外 で は あ りま

せ ん で し た。」

「［三 高時代に 『共 産党宣言 』と出 会 っ て か らユ私 は マ ル ク ス

の 著作 や マ ル ク ス 主 義 に関 す る あれ や これ や の 解説 書 や 翻 訳

書を 手 あ た り次第 に読む よ うに な っ て い ま した が 、や は り濫

読癖は ぬ け ませ ん で した。」豐 三 が マ ル ク ス 青年 に

な っ た と で も申し ま しょ うか。もちろん生 か じ りの 青二 才で

あ りま した。1 （『暗い 谷間の 自伝』 1979 ：6 ，60）

　 内 田
・塩 田 の 論 文 は こ こ ま で は 云 っ て い な い 。し か

し振 り返 っ て み れ ば、その 論考 の 中で 政治青年 30 頁 ・

文 学青年 4 頁 ・社会青年 10 頁 ・市民 社会青年 0 頁 （i）

とい う異 様 に 不 格 好 な 体裁 な が ら原 型 を 与 え られ た

「文 学 青年 → 社 会青年 」 図 式 が、20年 の 間 に回 顧 録 等

で 手 軽 に転用 され る フ ォ
ーク・セ オ リーと して 反復 ＝

定着 し、さ ら に 20 年後の 現 在，．再 び ア カ デ ミ ッ ク な

装い の 下 に 生 き長 らえ て い る の だ。初 出 が 内 田
・塩 田 論

文 で あ る か否 か は と もか く、そ の 図 式 の 強 靭 な 生命 力

に、ま ず は 素 直 に驚 い て お こ う。
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2．問 題設定一 存在の 発掘 と埋 没の 理 由

　 本 発 表 で は 、こ の 「文学青年→社会青年 」 図 式か ら

は 全 く忘れ 去 られ た 世 代類 型 を取 り上 げる 。 日露 戦 争

後 に 隆盛 を き わ め る第二 次 弁論 ブーム の 中で 自ら進 ん

で演 説 の 修 錬 と実 践 に励 ん だ者、こ れ を塵至萱蛋と名

付けて お く。大正 初期を含む明治 40 年代 （1907〜16

年頃 ）、っ ま り内 田・塩 田 の 文 学青年 とほ ぼ同 時期 に析

出 され た 世 代 類 型 で あ る。何 が彼 らを演説 に 駆 り立 て

た の か は と もか く、ま と ま っ た 層 （団 塊） と して 登 場

して くる時代が か つ て あ っ た の で あ る。 具 体 的に は 、

著 名 人 の 回 顧 録 と幾 つ か の 客観 的 な 指標 を組 み合 わ せ

な が ら、次の こ とを 明 らか に す る ；

  明治 40 年代 の 知識青年 予備 軍 に と っ て 文 芸部 と並

　 ん で 弁 論 部 が 現 実 的 な選 択 肢 で あ りえ た程 度 に は、

　 弁 論ブーム が 盛 り上 が っ て い た。そ し て 、

  「文 学青年と雄弁青年」 とい う図式 が 当時 を回顧す

　 る ときの 準拠枠 で あ り えた程度 に は 、雄弁青年 は世

　代類型 と して 成立可 能 で あっ た。

しか し、に もか か わ らず 、雄弁青年 が忘 れ 去 られ て し

ま っ た とすれ ば、そ れ は 何故 に か 。存在の 発 掘 と 同時

に埋 没 の 理 由 に つ い て も解明 しな けれ ば な らない
。

こ

れ は最後 に 仮説を提示 す る。

3 ．文学青年と雄弁青年一 明 治 40 年代 の 分岐点

文学青年（文 芸 部） 雄弁青年（弁論部）

　 自然 主 義／懐疑主義

写 実的自然派 の 耽 美感

フィロソフ仁 レン・沈潜型思想家

自我探求派／耽溺文 士

　理 想主 義／確信主 義

基督教的新青年 の 正 義感

演説使 い 専門の ソフィスト

　政治家志 望 ／新人会

↓i ↓ ↓ ↓↓

大正 教養主 義

（文学／ 哲学）

初期社会 青年

（政治 ／ 運 動）

4 ．空 白の 「明 治 40 年 代 亅と、1890 年 代 生れ の 世 代 諭

　大 正 初期ま で を含 め た 厂明 治 40 年代 1を 改め て 振 り

返 っ て み れ ば、こ の 時代 は 運 動部的 蛮 カ ラが 学校 文 化

に お い て 直接的な影響力を失 っ て しま っ た一方 で 、教

養主義文化 は 未だ 十分な影響力をもつ に 到っ て い ない

とい う、規範文 化 にお ける ある種 の 過渡期 で あっ た。

そ して 、知 識 青 年 予 備 軍 に とっ て 「文 学 青年 か 雄 弁 青

年 か 」 とい う選 択 肢 が 現 実 味 を帯 び る程 度 に は、明 治

40年代 は まさ し く雄弁青年の 時代で あ っ た。こ うした

時代は、後に も先 に も明治 40年代だ けなの で あ る。

　 こ の 時期 に 高等学校や大学予 科 に 進学 し た 1890 年

代生ま れ が 、した が っ て 雄弁青年世代 とい うこ とに な

る。本発 表の 登 場人 物 で 云 え ば、河合栄治郎 （1891 年

生 ）河 上 丈太郎 （1889 年 生 ）か ら、林達夫 （1896年生 ）
』

三木 清 （1897年生 〉の 少 し後まで の 世 代 を含 む。こ こ

で 雄弁青年の 明 治 40 年 代 論 を 1890年 代 生 ま れ の 世代

論 と し て整理 して お く こ と は 、同義反 復 に と ど ま らな

い 意味 が あ る。

　 た とえ ば 清水幾太郎 （1907 年生）も久野 収 （1910

年生 〉も、先 の 1890 年代生まれ とは 十 歳 前 後 しか 違

わ ない 。しか しこ こ に は、雄弁 （青年〉 の 記憶 を め ぐ

る埋 め がた い 世代的断絶 が ある。物心 つ き始 め た 頃 の

記憶 だ か ら 曖昧だ とい うの で な い
。

二 人 と も明治 40

年 代 を素 朴 に 誤 認 して い るで あ る。こ こ で 想起され る

の は、あの 強 靭な生 命力をもっ た 「文学青年 → 社会青

年」 図 式 で あ る。「文学青年 と雄弁青年 」 図 式 が 明 治

40 年代の 知識青年たち （1890 年 代生 ） が 回顧 す る と

きの 準 拠 枠 で あ っ た の と 同 じよ うに 、「文 学青年→社

会 青 年 」 図式 もあ る 特定世代が 回 顧 す る とき の 準 拠 枠

で あ っ たとすれ ば、ど うだ ろ うか 。

　戦後の 論壇を リ
ー

ドした の は 内 田 ・塩 田 に よ る 四番

目の 類型すなわ ち 「市民 社 会 青年」 の 世 代で あ っ た。

だ い た い 1905〜15 年 生 まれ （敗 戦 時 の 30 歳代）に 相

当 し、大 河内一
男 （1905 年生）か ら丸 山 眞男 （1914

年 生 ）辺 りま で が 含 まれ る。
「知 識青年 の 諸類型 」を担

当 した 内 田義彦 （1913 年生 ） と塩 田庄兵衛 （1921 年

生） は もちろ ん 、こ の 論 文 が 収録 され た 『近 代 日本思

想史講座IV ：知識 人 の 生 成 と役 割 』の 執筆陣、さ ら に

は こ の 講座 の 編集責 任 者 た ち も、ほ とん どが 市民 社会

青 年 と同 じ か それ よ り下 の 世 代 に な る。こ の 世 代 を基

点 に す る な らば、冒頭 で 示 唆 し た 順 序 は 次 の よ うに 逆

転され なけれ ばなら ない 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※

　大正 末期か ら昭 和初期 に か け て 高等学校 時代 を 過 ご

した 市民 社会青年 世 代 の 規範文 化 は、確 か に 筒井 と竹

内が い う 「教養主義の 上 級バ ージ ョ ン 」 と し て の マ ル

ク ス 主 義で あ っ た 。 彼 らが 当時 を回顧する ときの 準拠

枠が、大 河内を典型例とす る 「文学青年 ⊃ 社会青年」

図式で あっ て も何 ら不 思 議 は な い 。そ して、む しろ こ

れ が 本来 の フ ォ
ーク ・セ オ リーで は な か っ た か。とす

れ ば内田
・塩 田 の 論 文 は、自分 た ち の 世 代 の 構 成 要 素

（文 学 青 年 と社 会 青 年 ） の 分 析 と起 源 へ の 遡 行 を試 み

た もの と い うこ とに な る。つ ま り個体発 生 の 考察を 系

統発生の 水準に まで 適用 して 、知識青年 の 歴史を再構

成 した の で は なか っ た か 。こ こ で は、雄弁青年 は そ れ

自体 と して は 対 象に 入 っ て こない の だ。

　他 方の 1890 年 代 生 ま れ は 戦 時 中 の 現 役 世 代 （敗 戦

時 の 45〜55 歳 ） とい うこ と も あ り、戦後 に 知識 人 論

／知 識 青年論を 語 る 代表 を もち えなか っ た。彼 らの 回

顧の 準拠 枠 は 公 に は 語 ら れ ず、し た が っ て フ ォ
ー

ク ・

セ オ リ
ー

と し て 共 有され るに は 到 らなか っ た の で あ る。

　大正 初期 を 含む 明 治 40 年代の 経 験 に基 づ い て 知識

青年論を構想する な らば、そ こ に 描か れ る歴史像 は お

そ ら く違っ た もの に な る筈で あ る。
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